
　首都圏・関西圏に５名、北海道内に５名配置した半導体受発注コーディネーター（CO）が企業を訪問して
受発注ニーズを伺い、次の支援を行います。
　①　北海道内の協力先を探している道外半導体関連企業へは企業紹介
　②　半導体関連産業へ参入したい道内企業へは参入支援

　半導体関連企業が抱える各種課題を解決できる、道内企業の製品・サービス・技術を掲載しているページです。
　「原価低減」「生産性向上」「品質管理」「設計・シミュレーション」「保守・メンテナンス」「現場施工」「その他」の
カテゴリごとに製品・サービス・技術を掲載しています。

北海道委託事業　令和８年度半導体産学官ネットワーク構築・強化事業（半導体関連産業の集積に向けた参入促進）

❶ 受発注マッチング支援

❷ ほっかいどう受注企業ガイド
� 「半導体関連産業課題解決提案ページ」

お問合せ先 　　公益財団法人北海道中小企業総合支援センター　企業振興部　半導体関連取引支援室　　
　　　　　　　  〒060-0001 　札幌市中央区北1条西2丁目 経済センタービル9階
　　　　　　　   TEL：011-232-2406（直通）　Mail：torihiki@hsc.or.jp　担当：鈴木・豊崎

・半導体工場建設に関する業務等の協力先を北海道内で確保したい
・半導体工場設備メンテナンス等の協力先を北海道内で探したい
・半導体関連部品、半導体工場関連機材の製造先を開拓したい　など

・半導体関連産業へ新たに参入したい　など

受注企業　

半導体関連発注企業

①発注案件
　の相談

③商談

②�道内受注企業
　へ打診

（道外半導体受発注ＣＯ）

（道内半導体受発注ＣＯ）

（実施機関）
北海道中小企業総合支援センター

「半導体関連産業
課題解決提案ページ」

 二次元コード

半導体関連産業への参入支援のご案内

無 料



❹ 半導体受発注コーディネーターによる、
� 半導体産業の商慣習などに関するセミナーの開催

❸ 参入検討事例のご紹介　

自社の強みを転用し、ニーズが強い半導体工場の
現場施工業務への参入を検討

～酪農機械業界から半導体関連産業への挑戦～

◆参入検討のきっかけ
　当社は長年機械製造を行っていたことから、従業員の大半が溶接資格を有しており、
溶接という強みを活用し、半導体工場の現場施工業務へ参入できるのではと考えた。

◆参入に向けた課題
　課題①「新事業担当人員の確保」　
　　…半導体工場配管案件専属の人員を確保する必要が生じる。
　課題②「新技術の習得」
　　…�自動溶接技術が必要であり、発注企業からの技術供与を受け習得する必要

がある。
　課題③「設備投資の発生」
　　…�必須設備である自動溶接機は1,000万円前後する高額設備であり、投資回

収が可能かどうかの投資判断を行う必要がある。 

◆参入が実現した際に期待される効果
　効果①「採用活動での採用力強化」
　　…�半導体関連産業への参入に取り組んでいることを採用説明会等で求職者に

PRすることで、採用力の強化が期待できる。
　効果②「従業員の士気向上」
　　…�自社が先端産業への参入に取り組むチャレンジ精神が、従業員の士気向上

に寄与することが期待できる。
　効果③「新技術と本業のシナジー」
　　…�自動溶接技術は昨今複数の業界でニーズが高まってきていることから、本

業とのシナジーが期待できる。

本事業は北海道委託事業として実施しております。
委託事業名：「令和８年度半導体産学官ネットワーク構築・強化事業（半導体関連産業の集積に向けた参入促進）」

実 施 機 関：公益財団法人北海道中小企業総合支援センター

　半導体受発注コーディネーターが有する知識・経験や、本事業にて収集した半導体関連の受発注案件情
報をもとに、商慣習や業界ルール、技術面に関するオンラインセミナーを開催します。

開催予定時期：２０２７年１月頃（予定）
対 　 象 　 者：道内中小企業者、産業支援機関、金融機関、高等教育機関等

株式会社 土谷特殊農機具製作所（帯広市）

「参入検討事例」の詳細は
右記二次元コードより

ご確認ください　　


